
議事録作成支援システム導入に伴う検証結果

１ 調査目的

令和２年１２月１日から議事録作成支援システムを導入し、効果検証及び課
題を把握するため調査を行った。

２ 調査概要

対象期間 令和２年１２月１日（火）～令和３年１月３１日（日）

対象課 １６

調査方法 各課による照会

議事録数 ６９

調査機関 情報政策・改革改善課

３ 費用対効果

５ 回答集計（抜粋）

①発言環境

マイクを使用していない。
５７％

マイクを使用している。
４３％

③マイクを使用している場
合の音声自動認識率

良い
６０％

悪い
４０％

４ 調査項目

・議事録作成者、発言環境、録音環境、会議室レイアウト
・議事録作成にかかった時間、編集ソフトの利用有無、
・音声データテキスト化の自動認識率・課題

・現状でも費用対効果が取れているが、マイクの使用有無で音声自動認識率の差が出ること
が分かった。

・そのため、さらなる効果を上げるため、音響機器を購入し、自動認識率を上げていく！

６ 結論

②マイクを使用していない
場合の音声自動認識率

良い
１３％

悪い
８７％


